
有機化学（構造‐Ｉ）・試験問題 

 

問１．  

ア）カルベン（：ＣＨ２）では二つの非共有電子が一重項（スピン対）または三重項（孤立スピ

ン）状態となる。それぞれの混成軌道を図示し、その特徴を説明せよ。  

イ）下に示すグアニジンと尿素の塩基性は著しく異なる。その理由を共鳴構造を図示して説

明せよ。 

     

問２． 

ア）２，２-ジメチルブタンをＣ２-Ｃ３結合に沿って眺め、もっとも安定な立体配座ともっとも

不安定な立体配座の Newman 投影式を示し、それぞれの配座のひずみエネルギーを求めよ。

ただし相互作用エネルギーは、Ｈ－Ｈ重なり形（4.0 kJ/moｌ）、Ｈ－ＣＨ３重なり形（6.0 kJ/moｌ）、

ＣＨ３－ＣＨ３重なり形（11.0 kJ/moｌ）、ＣＨ３－ＣＨ３ゴーシュ形（3.8 kJ/moｌ）である。 

イ）下の５員環（n = 2）および７員環（n = 4）アンモニウム塩化合物の環ひずみにはほとんど

差がないが、それぞれの求核置換反応で、前者は path A （ring-opening）が選択的に進行

する一方、後者は path B （ring-emitting)が優先して進行する。この理由を説明せよ。 

 

 

 

問３． 

ア）下に示す化合物（リボース）のキラル中心をすべて示し、Ｒ，Ｓ配置を帰属せよ。 

 

 

イ）cis-1,2-ジメチルシクロヘキサンおよび trans-1,2-ジメチルシクロヘキサンを例にして、キ

ラル異性体とメソ体、およびエナンチオマーとジアステレオマーについて説明せよ。    

以 上 


